
　・家族ぐるみの転入増加　　横浜市の最近の人口増加

で気がつくことは，世帯数の増加が比較的大きくなっ

たことである。とくにこれが，最近，社会増の多い港

北区，保土ヶ谷区，戸塚区などにみられる。これらの

地域の最近の社会増が，東京からの転入がかなり多い

ことと，それが住宅事情の解決を目的としてのものが

大部分であることからして当然である。かっての転入

の大部分は独身者であったのが，最近では，既婚者の

家族としての転入が増加してきたといえるだろう。こ

れが，横浜市の平均世帯人員を低下させることになっ

ていると考えられる。しかし，独身者の転入は，まだ

やはり多いのであって，寮のような準世帯でない普通

世帯でも，1人世帯というのが２万近くある。また地

域的にみても，労働力としての転入者の多い鶴見区，

神奈川区，西区では，世帯員数は少ない。そして農業

地域であった港北区，保土ヶ谷区，戸塚区の世帯は大

　きいのである。

4．市民の質的構成とその類型

１　市民の職業

・製造，卸，小売業が半数以上を占めている　　横浜

市のもっている経済的力は，市民がどのような仕事を

しているかということによるところが大きい。どうい

う分野でどういう仕事をしているかを，全体的に示し

ているのが，人口の産業別職業別構成である。

　昭和35年10月１日で，主婦や学生や病人・失業者等

でない人＝就業者は60万４千504人いた。国勢調査時

の総人口137万５千710人のうち,15才以上のいわゆ

る生産年令人口101万702人の60％は就業者として働

いている人たちである。これらの人たちが，どのよう

な産業に働らいているかを，昭和25,30,35年の国勢

調査によって示しだのが，表1―14である。

　昭和35年でみると，最も多いのが製造業の21万４千

660人（構成比35.5％）で，次いで多いのは卸売業，

小売業の12万317人（19.9％）,そしてサービス業の

8万８千457人（14.6％）,運輸通信業の６万１千133人

　（10.1％）,建設業の４万８千310人（8.0％）であ

る。その他はいずれも5％にみたない。その推移をみ

ると，製造業，建設業の構成比は大きくなり，サービ

ス業，農業のそれが減少している。ここにも，最近に

おける工業化の進行がみられるのである。

・勤労者の９割は第2,第３次産業で働らいている

　産業を第１次産業（農・林・漁業）,第２次産業（鉱

・建設・製造業）,第３次産業（卸小売・金融保険・

不動産・運輸通信・電気ガス水道・サービス業・公務）

に分けて，就業者の構成比を全市および区別に昼・夜

間就業人口についてみたのが表1－15である。第2,
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表1-14　横浜市就業者の産業別構成とその推移

表1-15　産業別就業者の構成 表1-16　横浜市職業別，男女15才以上就業者数（単位人）
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３次産業が圧倒的であるが，鶴見区は工業地域とし

て，中区は商業地域としての特色が，昼間人口におい

て一番明確に現われている。近郊農村地域として考え

られてきた保土ヶ谷区，戸塚区においても，農業人口

の割合がきわめて低く，昼間人口についてみれば，こ

の地に最近は工場が進出していることがわかる。

・男は技能者，女は事務が多い　　つぎにこの就業者

がどのような仕事をしているかをみると，表1―16の

ように，男子では技能工・生産工程従事者，単純労働

者が最も多く，ついで販売従事者であるが，女子では

事務をとっている者が最も多く，ついで工場で物を作

っている人がこれに近い数だけいる。この構成比を，

６大都市について比較したものが表1-17である。こ

れでみると，技能工・生産工程従事者・単純労働者と

いうような直接生産現場で物を作りだす仕事をしてい

る労働者は，大阪市，名古屋市，京都市が高く，つい

で横浜市，東京都，神戸市の順になる。専門的技術的

職業従事者・管理的職業従事者・事務従事者の構成比

を合計したものをくらべてみると，横浜市28.4,東京

都30.7,名古屋市24.2,京都市26.2,大阪市23.0,神

戸市27.6であるから，ホワイト・カラー層の率では横

浜市は東京都についで高いのである。いわゆる新中間

層の居住地という性格が現われている。

・市民の８割は月給生活　　横浜市の就業者は，従業

上の地位からみてどのような階層に分れているかとい

うと，表1-18のように，会社・団体・個人など民間

の雇用者が最も多く43万３千346人で，72%を占めて

いる。それに官公庁の雇用者を加えると，就業者の80

％は，賃金給料生活者である。しかし，雇用者のない

業主が4万５千848人もいるというととは，また考え

なければならない問題である。これを収入の種類別に

普通世帯数をみたのが，表1－19であるが，これによ

っても，やはり，横浜市の世帯の約８割は，賃金・給

料で生活している世帯である。しかし，この場合にも

内職や失業保険金・生活保護金で生活しなければなら

ないような世帯が，あわせて３千222世帯もあること

に注意しなければならないだろう。

　なお，区別の特色をふたたび表1－18によってみる

と，どの区も賃金・俸給で生活している雇用者が多い

が，大きい商業街を含んでいる中区・鶴見区では雇用

者のある業主が多い。しかし，南区は雇用者のない業

主が非常に多いことに注目される。これは零細な商店

主が多いことを表わしている。また南区は内職で生活

している者も多いのである。

２　市民の所得階層

・月給３万円以下の人々は76％　　横浜市民が，どこ

でとのような仕事をしているかを知るために産業，職

業，階層別人口の分析をこころみたが，ここで，市民

生活に大きなウェイトを占めている所得についでの分

布状態を検討してみることにする。とれについては後

の第２章（所得）において，具体的な分析がなされる

ので，ここでとりあげるのは，横浜市民を平面的にみ

て，所得分布の状態を把握しようとするものである。

しかし，残念なことに，これについての資料が不足し

ており，ここでは，昭和38年度市税の課税状況調査表

をもとにして，分析してみることにする。

　市内納税義務者50万７千909人は，いづれも各個人

が，職場をもっており，ここから得た収入は所得どな
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表1-17　職業別（中分類）15才以上就業者数，6大都市比較 (％)

表1 -18　横浜市従業上の地位別就業者数 (単位　人)

表1-19　横浜市家計収入の種類別普通世帯数
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つて，市民生活を営むものであり，所得分布の状態が

どうなっているかということは，横浜市産業経済にと

って，大きな役割を示すものである。

　課税標準額を基礎にして，ここから推計される所得

額を，各階層別に分類してとらえたのが図１－４によ

って示されている。これによってわかるように,1ヵ

月の所得が5万円以下の市民が，大半の89.4％を占め

ており，その内訳をみると，2万５千円前後が最高の

30.3％，2万円前後が17.4％，1万５千円前後が14.4

％，4万～5万円が13.1％となっている。つぎに，6

万～10万円が7.6％となり，以下高額所得の10万円以

上が3.0％という比率となっている。もちろんこれに

は，家族数や，障害者，老年者，寡婦，勤労学生など

税額控除をうける者をも考慮しなければならないであ

ろう。だが，一般的にここでいえることは，横浜市民

の所得構成は,1ヵ月１万５千円から３万円までの勤

労者層が，その８割を占めていることである。

図1-４　所得階層別にみた市民

　　　　　(納税者１ヵ月あたりの比率)

しかし，ここでとりあげたのは，横浜市に居住する者

に課する税を対象としている関係で，前にものべたと

おり，昼夜間人口のうごきがいちじるしい横浜市にお

いては，広い意味で市民としてとらえる場合，うなず

けない一面もあろう。

・月収３万円のサラリーマンのマチ　　昭和35年度国

勢調査報告にみられている就業者の80％が，賃金,給

料生活者という実態を加味して，ごくおおまかにいう

ならば，横浜市は「月給３万円のサラリーマン」のマ

チであるといえよう。

　しかるに，これらの市民は，いわゆる正常な市民と

して，それぞれの階層によって生活を営んでおり,所

得の増加を期待するとともに，諸物価の値上りに注目

しつつ生活している。だが，これら市民のかげにかく

れた，多くのひかげに置かれた市民層を忘れてはなら

ない。

３　人口の流動性と東京の吸収カ

夜間人口は昼間人口より多い　　国勢調査などで普

通人口というときは，常住人口をいい，人が家に帰ら

たときの計算で，夜間人口のことである。したがづて

昼間実際に動いている人口，そこで働らいている人口

ではない。農村では，住んでいるところと，仕事をす

るところが，大体は接しているのだから，夜間人口は

昼間人口と大体同じだが，都市，とくに横浜市のよう

な近代的大都市では，居住の場所と仕事の場所とが離

れているのが大部分である。そこで，通勤という現象

が現われ，またラッシュ・アワーの混雑も起るのであ

る。そこで，大都市の人口の毎日の動きを知るために

は，昼間人口と夜間人口とを分けてとらえ，さらにそ
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図1－5　　昼夜間人口の移動

の関係をみることが必要となる。昭和35年の国勢調査

は，この昼夜間人口を調査した。横浜市についての結

果は図1―5のとおりである。これによると，前にも

のべたが，横浜市の人口は昼より夜の方が多く，昼間

人口は夜間人口より４万８千662人（3.5％）減って

いる。それは市内に住んでいて市外へ通勤，通学する

者が，市外から市内へ通勤，通学する者より多いから

である。

・17万が市外へ，12万が市外から　　いま，横浜市の

人口を，市内に常住している人口（夜間人口）と，そ

のうち，昼間は区外に出るが横浜市内に通勤通学する

人口，同じ区内で生活している人口，市外に通勤通学

する人口（流出人口）,市外から市内へ通勤通学する

人口（流入人口）,さらにこれを東京都，県内県外等

に分けてその数を表示しだのが図1―6である。

　市外へ通勤通学する人口と，市内であるが他区へ通
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勤通学する人口とlit,だいたい同数である。昼間市内

にとどまる人口の80％以上が，同一区内に昼間も生活

しているのであるから，市内の移動の大きさは余り大

きくない。しかし，最近，周辺地域の発展とともに，

周辺から中心への通勤が増加しているから，この状態

は変るだろう。

・市外流出の過半数が東京へ　　流出人口のうち，就

業者，すなわち市内に住んでいて市外に職業をもち，

そこへ通勤している人々が14万５千174人いる。そし

てこのうち56％にあたる８万１千542人が東京への通

勤者である。さらに，この東京都への通勤者の54％に

あたる４万３千998人が，千代田区，中央区，港区の都

心３区ビジネス・センターへの通勤者であって，あと

は品川区の６千536人を除くと，2千人以下である。

　　　　　図1-６　区別にみた昼夜間人口



・鶴見，神奈川は大田区へ，郊外地は都心へ　　この

ように非常に多くの人々が，横浜市内から，東京の都

心部へ通勤しているが，その人々は，市内のどこから

かという問題を少し考えてみよう。表1―20は，それ

を示している。これによると鶴見区が最も多いが，こ

の鶴見区から東京へ通勤している人々の行先は，大田

区が多く，ほとんど３分の１がそれである。

　したがって，鶴見区から東京への流出人口の多いの

は，いわば，同性質の京浜工業地帯内の移動とも考え

られる。それは，鶴見区に常住して東京に通勤してい

る人々を産業別にみると60％ちかくが，製造業，建設

業であって，サービス業，金融保険業，公務は，合計

しても17％にすぎないごとによっても明らかである。

神奈川区の場合も，鶴見区に似ているが，都心への通

勤者の割合は，鶴見区より大きい。保土ヶ谷区，港北

区，戸塚区は，前述のように最近の人口増加が非常に

大きい地域だが，ここはまた東京への通勤者の多い地

域であり，しかもその流出先は都心３区に集中してい

表1-20　横浜市から東京都へ流出する人口（昭和35年）

る。東京のビジネス・センターへ通勤しているホワイ

ト・カラー層の居住地としての性格が，ここに明らか

にみられる。

　横浜市内から東京へ通学している者の流出先は，い

うまでもなく大学の多い千代田区，港区，新宿区，文

京区，世田ヶ谷区，渋谷区に集まっている。ただ鶴見

区の場合は大田区への通学者が多く，横浜市内から大

田区への通学者総数１千634人中40％弱の641人が鶴

見区からである。これはおそらく高校生であって，通

勤者の場合の鶴見区と東京都との関係と，ある意味に

おいては同質と考えてよいだろう。

・市外からの通勤者は鶴見，中へ　　以上は横浜から

東京へ毎日通勤通学する人口であるが，もちろん東京

から横浜へ流入する人口も，相当ある。横浜市外から

市内へ通勤している人の数は，昭和35年の国勢調査の

結果によると9万９千175人であるが，その26.9％で

ある２万６千634人が，東京に住んでいて横浜に職業

をもっている人々である。その人たちは，市内のどこ

で働らいているのかというと,32.5％の８千547人は

京浜工業地帯の鶴見区である。ついで多いのは中区の

７千156人で，これは，東京から市内へ通勤する人の

26.9％である。そのうちの１千248人はサービス業で

ある。

　横浜市外から市内への通勤者で，東京についで多い

のは川崎市からであって,1万7千379人，そして横

須賀市から1万5千622人であるが，このうち川崎市

からの流入人口の半数以上である57.7％に当る１万26

人が鶴見区へである。これは川崎市と鶴見区とは工業

地帯として同一地域だからである。
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図1-7　　東京への通勤人口の流れ（昭和35年10月5日～14日定期旅客調査）

・県内諸都市通勤者の横浜通過　これに対して横須

賀市から市内への通勤者の流入先は，中区が比較的多

く，3千572人であり，次いで横須賀市に隣接してい

る金沢区へ２千763人来ているが，横須賀市からの通

勤者の場合は，川崎市から鶴見区への場合めように，

一地区への集中はそれほどでなく，比較的全市に分散

している。横須賀市については，むしろ問題とすべき

は，東京への通勤者が，6千271人もあることであっ
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て，横須賀市から横浜市内への通勤者の半数に近い人

々が，毎日，横浜市を通り抜けて東京へ通勤している

ことになる。この関係は，同じく横浜市に隣接してい

る鎌倉市や逗子市の場合はさらに大きい。横浜市は，

東京都と，そのベッド・タウンの間に狭まれ，それを

結ぶ役割をはたしていると同時に，横浜市自体のなか

に，東京都のベッド・タウン的性質が強まりつつある

とも考えられるのである。



　県内からの横浜市への流入人口のうち，就業者は,

７万451人ある。したがって，横浜市は，県内から流

入する就業者よりも多くの人々を就業者として東京都

へ，毎日，送りだしていることになるのである。

　東京都を除くと，横浜市への県外からの通勤者はき

わめて少なく，わずか２千91人であり，そのうち１千

108人は静岡県からである。埼玉県から935人，山梨県

から47人来ている。

・昼間人口の多い鶴見，西，中　　市内から東京への

通勤者の分布状況をみると，近代的大都市としての東

京の発展によって，周辺地帯が郊外住宅地化するとい

う,いわゆる郊外化の作用がみられるが，横浜市自体

としても，この現象はみられるのである。前掲図1－

４にも横浜市10区の昼夜間人口が示されているが，こ

の事実が現われている。前にものべたが，横浜市の人

口は，全体としては昼間人口が夜間人口より少なくな

っているが，区別にみると鶴見区，西区，中区は昼間

人口指数が100をこえ，夜間人口より多い。そのうち

最も高いのは中区の146.2である。東京都の都心３区

の昼間人口指数は302.0であるから，横浜市の中心部

の昼間人口指数は，それほど高いとはいえないが，と

にかく近代的大都市の都心部，ビジネス・センター的

特質は人口現象としてもみられるのである。

１　「ハマッ子」と「新しい市民」

・むづかしいハマッ子の定義　　横浜市民にはどうい

う独特な型があるのかとか，横浜市民の考え方や態度

にはどういう伝統的な特色があるかというと，むしろ

これはあまりないといったほうがよいだろう。東京や

大阪，京都や名古屋のように，古い歴史をもった都市

とはちがって，神戸や横浜は，封建時代の歴史はな

く，日本の近代化とともに生まれ，しかも，絶えず外

から人口を受げいれてきたのであるから，横浜人とい

うような一つの類型を作ることはできなかった。もと

もと人間の地域的な類型というのは，代々そり土地に

住み，そして共同体的な意識をもうことから，生まれ

るのであるが，近代的都市では人口移動がはげしく，

しかも近代の文化，とくに現代の文化は，地方的な特

色を失わせてしまう傾向が強いから，人間の地域的な

タイプは，だんだんとなくなる。東京や大阪のように

古い歴史がある場合でもそうであるから，まして横浜

のような場合は，なおさらである。たしかにハマツ子

という言葉があり，何か独特の気質があるように思わ

れていることもあるが，それならば，どういうのがハ

マツ子気質かとなると明らかではない。ハマツ子とは

横浜で生まれた者をさす場合もあれば，親が横浜で生

まれた者をいう場合もある。しかし，図１－８のよう

に６大都市では，そこに生まれたものの割合は，一般

　　　図1－8　６大都市における自市出生者比較
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に少ない。まして最近の横浜のように，社会増の大き

いところでは，この率は，ますます少なくなる。

・多くないハマ生れ　　それにしても，横浜市民のう

ちで市内で生まれたものは，どのくらいいるかという

と，最近の統計はないのである。ただ昭和25年の国勢

調査では，出生地を調査しているから，それによって

大体のことが分るだろ。図1－9は，当時の横浜市

の人口と，市内で生まれた者の数とを，市全体および

区別に表わしたものであるが，これによると，当時，

横浜市で生まれた市民の数は60％ないのである。これ

には児童も含まれているのだから，これを15才以上に

ついてみたら,50％ないだろう。さらに，親が横浜で

生まれたものとなると,30％あるかないかだろう。横

浜よりも古い歴史がある東京でも，祖父の時代から東

京生まれの３代目は,40％ないのである。昭和25年以

後の横浜では，社会増が非常に多くなったのだから，

２代目,3代目の全市民りなかで占める割合は，当時

よりもさらに低くなっていると思われる。

　　　　図1-９　人口に対する横浜市出生者の割合
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　　区別にみると，比較的早くから工業化してきた鶴見

　区では，横浜生まれの者の率は，最も少なく，保土ヶ

　谷区や港北区，戸塚区のような農業地域を含んだ区で

　は，そこに生まれた者の率が高いのは当然である。し

　かし，最近，転入者の最も多いのは，これらの周辺に

ある区であるから，ここでも，その土地生まれの者の一

　率は低くなっているだろう。また，関東大震災や，大

　空襲によって，市内での人口移動もかなりあったし，

　最近の中心部のビジネス・センター化により，ここか

　ら周辺への人口分散も多いから，横浜市生まれの者に

　ついての区による特色は，それほど意味がないかもし

　れない。

　・基本的な新しい市民　　以上のように，近代的大都

　市として横浜には，自市出生者の率は低く，またその

　歴史も比較的新らしい。しかも，大きな変動をこの間

　に数回経てきたのだから，市民に一定の類型を作りだ

すにいたってないのである。しいていえば，全国各地

　から，さまざまの伝統や文化を背負って集まってきた

　人々が，近代的環境のなかで，勤労者として生活して

　いるという事実のなかに，新らしい市民のタイプが作

　られる可能性をみるぐらいである。

　がんらい，市民がその居住している市に対していだ

　く意識としては,(1)伝統的な，共同体の成員としての

意識，(2)市民社会の一員としての意識一自分たちが苦

　闘の結果，獲得した社会の一員としての意識，(3)地方

　自治体の住民としての自治意識，(4)愛市精神一自分が

　住んでいるところだからということからくる愛着心，

　など，いくつかが考えられるが，(1)や(2)の意識をもっ

　た類型の市民を求めることは横浜市ではむづかしい。



むしろ(3)やそして(4)をもった市民の類型が，これから

の横浜市の発展の力となるだろう。それは，自分たち

の居住している地域社会や，働らいている地域，そし

てその両者を結びつける地域の条件にたいして，無関

心でいるわけにゆかず，それの改善のために共同し，

市政にも関心を向けるタイプの市民が多くなる可能性

は充分にあるといえよう。その根拠を，われわれは，

市民のなかに，ますます勤労者階層が多くなっている

こと，周辺住宅地帯に転入してくるホワイト・カラー

層が，地域の環境的条件に無関心でないこと，などに

みることができるのである。
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